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●ソフトウェア「マーくん」を用いた採点処理の概要 

 
 
 
 
 

マークシート採点の流れ 左記を少し詳しく説明 詳細頁 

１.マークシートをエクセルで作成 

付属のエクセルワークシートにいくつかの文字を入

力し、ボタンをクリックするだけで自由なレイアウト

のマークシートのひな形ができます。 

氏名記入欄や問題番号などを書き入れて完成とな

ります。  

マークシートのサイズは以下の４通り。 

・Ａ４（横置き），Ｂ５(横置き，縦置き),Ａ５（縦置

き） 

ただし、それぞれを（１段階程度）縮小また拡大

した別サイズの用紙に印刷しても問題はありま

せん。 

 
 
 
Ｐ２ 

 
Ｐ５ 

              
 

 

２.必要枚数印刷  
生徒に配布する分および、模範解答記入用（１枚）
を印刷してください。 

・上質紙に印刷してください。わら半紙や再生紙だと地色

があるため、スキャン結果によってはすでに薄く塗りつぶ

したとみなされます。 

・可能ならプリンターですべてを印刷してください。 

 
 

 

                  3試験実施 

              
 

 

４.回収した答案をスキャンし画像（ＰＤＦファイル） 
として保存してください。 
 

・模範解答用紙のみスキャンし、生徒の解答用紙と分け

る。残りは全てまたはクラス単位に分けてスキャンする。

（後の作業にとって効率が良いので。） 

・スキャンの解像度は２００ＤＰＩ～３００ＤＰＩ（推奨） 

・スキャン後,ＰＤＦ閲覧アプリで天地をそろえておくと採点

が速い。 
                  

                  以下「マーくん」での作業です 
 

５.模範解答（画像)を読取り、配点を入力します。 
 
 

・一律配点，グループ配点，順不同解答への配

点など、少し面倒な作業となります。 

Ｐ６ 
 

 Ｐ８ 
              

 
 

６.答案（画像）を指定し、すべて採点させます。 

 
 

・指定したすべての答に、配点に則して❍×を

付ける。 

・合計点を画像に記入の上保存。 

・採点結果を一覧表にし、自動保存。 

Ｐ９ 
 
Ｐ１０ 

               
 

 

７.採点結果（画像）を印刷，採点結果データを任意
の場所に保存し、終了させます。 

・「マーくん」を終了した後にＷｉｎｄｏｗｓから印刷しても 

良い。 

・採点答案は画像（ｊｐｇ）として所定のフォルダに保存 

される。 

～ 

～ 

～ 
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１.ソフトウェア「マーくん」で採点できるマークシートの作成方法 
 

①マークシートは、付属のエクセルマクロを用いて作成します。  

【注】マクロを使用する場合、Microsoft Excel のマクロセキュリティの設定を有効にする必 

要があります。 

 面倒ですが、当該マクロを試用後に再度マクロの無効設定を行うことをお勧めします。 
 

②作成方法    

 A4_marksheetEditor_markun.xls または B5_marksheetEditor_markun.xls または  

A5_marksheetEditor_markun.xls を開きます。 以下は A4_marksheetEditor_markun.xls を例に説明

しますが他も同様です。 

  下記のワークシートのピンクのセルに、a,b,c････,z,1,2･･･9 (全て半角)のいずれかを記 

入します。 

 これらの記号は下図の左端に記載されている文字を意味しています。  

 各文字には下図で示されるマーク解答欄の文字セットが対応しています。 

 ピンクのセルへの記入が完了したら、[マークシート作成]というボタンをクリックすれば、マ 

ークシートが自動的に作成されます。 

 《例》記号ｇは下図左側の                を指します。これを次ページのように 

    右側のピンクのセルに記入することで、           が作成されます。 
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③作成例 

下図のように入力したとします。ここでⅡ列目の１やⅣ列目の５は、その数に見合う余白を示します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

     ※上のようなマークシートが作成されます。 

余白量 3 余白量 1 
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※印刷結したとき、下図のようにマークシートの周囲に余白(1cm以上)が必要です。 

あとは、タイトルや番号をエクセルを用いて記入して印刷すれば完成です。 

 

【解答用紙を完成させるうえで、下記の各項目①～⑦は重要事項です。】 

① 文字や画像、記述用解答欄など追加記入ができるのは下図の赤枠内（ピンクと黄色で 

塗りつぶし部分）です。 それ以外（白色部分）に記入することはできません。 

(※エクセルのヘッダーやフッターにも何も記入しないでください。) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②次のような変更を行うとマークシートの読み取りができなくなったり読み取りミスが生じます。 

  ・ 列幅・行高を変える。 

  ・ 列数・行数を増やしたり減らしたりする。 

  ・ 枠線（いちばん外側の線)の色を変えたり、一部でも消去する。 

    ※大きい文字を入れたいときには、結合したセルに記入してください。 

③ 枠線（いちばん外側の線)の外側（つまり、周囲余白部分）には何も記入しないでください。 

   ヘッダーやフッターにも一切記入しないで下さい。 

④ シート下部の■が並んでいる行に手を加える（■を消したり加えたり、文字等を記入する）。 

⑤ シート全体の白色部分を他の色に変える。 

⑥ ID部分(左上)の位置を変える。 

⑦ だ円の中の文字や数字を大きくしたり濃くすると、塗りつぶしていると誤読されることがあります。  

   少し読みにくくても薄い方が精度の高い採点結果が得られます。 
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《完成したマークシート例》 
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５.模範解答（画像)を読取り、配点を入力 

  ①「マーくん」 を起動します（ウィンドウズのスタートメニューの        をク 

リックします）。下図のような起動画面が表示されます。 

・最初に読み取り対象とするマークシートの種類(A4,B5,A5,A5横置き）を指定してください。 

・次に保存するフォルダーを確認して［OK］をクリックしてください。 

※フォルダーを変更する場合には、          （下図の赤丸のボタン）をクリック 

し、保存場所を指定・確定してください。変更しない場合、「ドキュメント(または、マイドキ 

ュメント)」内に、「markunresults」(注)という保存用のフォルダーが作成され、その中に保存 

  用フォルダー（作成年月日を名前にしたフォルダー）が作成されます。 ➡ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※ご注意 

（1）利用者が、Micosoft Onedrive（マイクロソフトが提供しているクラウドサービス）をイン 

    ストールしているとき、下記のように「ドキュメント」が複数存在します。 

  この場合、クラウドと同期していない方のドキュメント(下記の左図)が既定の保存場所とな 

  ります。また、iCloud上の「ドキュメント」には保存されません。 
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(2)１台の PC をいくつかの異なるユーザー名で使用する場合で、本ソフトで作成した採点結 果をユーザー同 

士が共有するのであれば、保存場所としてユーザー全員が参照できるフォルダーを指定してください。 

(注) ライセンスキー未入力の場合 

上記画面に先だってライセンスキー入力用のダイアログボッ

クス(右図)が最初に表示されます。 

ライセンスキーを入力すれば、以後の起動時には下図のダイ

アログボックスは表示されません。 

ライセンスキーを入力せずに当ソフトを使用する場合には［キ

ャンセル］ボタンをクリックし 

てください。 

ライセンスキー未入力では、読み取り枚数 10枚までの「試用版」としてご利用できます。 
   

  ② 採点（または集計）するマークシート画像の種類（A4,B5,A5など）を確認します。 

   必要に応じ、種類を変更して下さい。（下図②参照） 

 

  ③ 正解マークシート画像を読み取ります。（下図③参照） 

    保存済みの、正解をマークしたマークシートのスキャナ画像ファイルをプログラムから読 み取らせます。 

   起動時に表示されるメニューの下記赤丸のリンクをクリックし、作成した正解マークシート画像を指定すると行 

   えます。 

    ただし、正解・配点ファイル（*.mrkn、後述）がすでにある場合には、下記青丸のリンクからそのファイルを 

   読み取れば正解マークシート画像の読み取りは省略できます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②マークシー
トの種類を 
確認・変更  

 

 
③ 
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 プログラム（マーくん）が正解(模範)答案用紙のマーク箇所の読み取りを行うと、その後に配点処理プログラ

ムが自動的に起動します。 

 

④配点の方法 

プログラムが正解マークシート画像を読み取り分析すると、その直後に「配点処理」を行うようにプログラムから

促されます。 

 その配点処理で指定された配点方法に従って答案の採点が行われます。以下はその方法の説明です。 

1. 配点作業時には、正解答案画像が表示されていますのでその画像に対してマウス作業により配点を指示

していただきます。（下図は配点作業時に表示されるスクリーン表示(一部)です） 

 配点するマークのグループをドラッグし、マウスから手を離してください。 

 点数入力用のダイアログボックスが表

示されるので、そのグループの点数を入

力してください。 

 2または 3行を指定したときには、正解

が順不同の場合（例えば 10選択肢から

順番に関係なく 3つを選ぶ場合など）の

採点メニュー（ＯＲ採点と記述されていま

す）が表示され、その場合の得点入力がで

きます。ただし、下記 2.の場合を除いて複

数列にまたがってグループ指定することは

できません。 

 

2. 列の下部からその右隣りの列の上部に

かけて３行まで一つのグループとして配点

することができます。連続する 2問または 3

問の正解が順不同の場合の採点処理もで

きます。 

 その場合、指定したいグループの、左列

側の指定したい行を[Ctrl]キーを押しながらクリックして、次に、右列側上部の指定したい行も[Ctrl]キー

を押しながらクリックしてください。 

  

あとは 1.と同様の作業となります。配点は、ドラッグして指定したグループごとに得点を入力しながら行いま

す。    
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６．答案（画像）を指定し、すべて採点する 

 ・画面に表示されるメニュー（下図）の赤丸部分（答案画像を分析し採点)をクリックし、ファイル名を 

  指定します（マルチセレクト－複数ファイル指定－が可能です)。 

  その後、配点データと照合し各答案の採点を実行します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                             答案画像を選択し、開くをク        

                             リックすると採点を開始しま 

                             す。複数のファイルを選択す 

                             ることができます。 

                             (マルチセレクト) 
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下図は採点が終了したときの表示です。 

 

・採点が終了（上図の[ＯＫ]をクリック)すると、起動時画面に戻ります。その画面(前ページ)の緑枠のリ

ンク「採点データ一覧／保存」をクリックすれば採点結果の一覧表が表示されます。 

（下図では省略されていますが得点も表示されます。） 

 

[ＣＳＶファイル保存]から、CSV 形式(どの表計算ソフトでも読み取れる）として保存できます。 

[選択範囲をクリップボードに複写]すると必要部分をエクセルなどに貼り付けることができます。 

[エクセルブックとして表示]で、エクセルを起動し採点結果データの全てをエクセルシートに表示しま

す。 

 

 

 

 


